
熱 意 で が ん ば っ た 就 職 活 動

海 外 で 働 く 夢 に 向 か っ て

技師・一級自動車整備士

大河内 秀吉先生  

1 0 台 の 実 習 車 を 使 っ て

2 0 分 間 の 試 験 が ス タ ート

　実習場に、ずらりと並んだ10台 の実習車。今日はこ

こで「自家用自動車12 ヵ月定期点検」の実技試験が

行われています。実習車の前にひとりずつ並ぶ学生た

ちに、試験官の先生がマンツーマンでついています。

ブザーが鳴って、試験開始。2 日間でおよそ260人 の

学生が実技試験に臨みます。試験時間は20分間。学

生たちは、15分間 で決められたチェック項目を点検し

て整備記録簿に記入しなければなりません。その後、

先生を相手に5分間 の口頭試験があります。学生はも

ちろん、先生も真剣そのもの。そんな試験の様子を見

守っている大河内先生は、この定期点検実習のプログ

ラム担当者。長年ディーラーの整備士を務めた経験を

もとに、ほかの先生たちへの講習も行いました。

点 検 し た 内 容 が 問 わ れ る

マ ン ツ ー マ ン の 口 頭 試 験

　どの実習車も、同じ箇所にわざと不具合を設けてあ

ります。学生たちはそれを短時間で見つけ出し、的確

な対処法を決めなくてはなりません。「実際の定期点

検でも、スピードと正確さが求められますからね。これ

くらいは余裕でこなしてもらわないと」と、大河内先生

のプロ整備士の目が光ります。

　15分間 の点検時間が終わると、次は口頭試験。机

をはさんで、試験官の先生と学生が向かい合って座り

ます。「リザーバーのオイルが少ない原因は？」との質

問に、「パッドが摩耗しているからと思われます」と答

える学生。大河内先生によると、口頭試験の問題は基

本中の基本とのこと。しかし、先生と一対一になると

緊張するせいか、なかなか答えが出てこない学生も……。

接 客 の 基 礎 を 身 に つ け て

整 備 の 現 場 の 即 戦 力 に

　この口頭試験は、接客の基礎を学ぶ場でもあります。

メカにあまり詳しくない一般ユーザーからの質問にも、

わかりやすく答えられることが求められます。「学生た

ちに、整備士はサービス業だということを肝に銘じて

ほしいんですよ。現場ではお客様とのコミュニケーシ

ョン能力が求められますから」。

　そのため、言葉遣いや服装の乱れなども厳しくチェ

ックされます。それも、学生たちのことを思えばこそ。

「お客様や同僚から信頼される、いい整備士になって

もらいたいですからね」と大河内先生が語ったとき、

試験終了のブザーが鳴りました。ホッとした表情で試

験場を後にする学生たち。入れ替わりに次のグループ

の学生たちが入ってきて、また試験が始まりました。

　今回の実技試験は、エンジン・シャシ・

検査と項目を分けて行われた計6回 の

実習の総仕上げです。卒業生の就職先

からのニーズに応えるために、昨年か

らスタートしました。整備士としてはじ

めに任される仕事が、1ヵ月点検や6ヵ

月点検などの定期点検です。そのため、

なるべく現場に近い雰囲気で試験を行

っています。

　ディーラーで20年以上整備 をしてい

た経験をもとに、より現場に近いものを

と思ってプログラムを作成しました。私

は普段、専攻科を担当しています。専攻

科と違って人数の多い自動車工業科に

合った内容にするには苦心しました。秋

には24 ヵ月点検の実技試験もあります

から、トータルで定期点検の流れを理

解してほしいですね。

ディーラー勤務からジタンの先生に。

現場で大切なことを教えたいですね。

　ジタンに来る前は、ディーラーでメカニック

やアドバイザーなどの業務を経て、中古車の

商品化センターに勤務していました。商品化

とは、中古車をピカピカにすることです。今の

中古車はキレイなのが当たり前ですからね。

　授業ではエンジンの分解等の実習を担当

しています。今年の4月に着任したばかりで、

教えるということにまだ慣れていませんから、

学生たちと一緒に成長している、といったと

ころでしょうか。たとえばエンジンを分解する

ときにも、授業では一から十までしっかり順を

追わなければなりませんが、実際の現場では

もっと効率的に作業するのが一般的です。そ

れが身についているので、つい手っ取り早い

方法でやってしまって、学生から「先生、間違

ってます」なんて指摘されたり。気をつけな

ければと思っています。

　学生たちは、わからないことは何でもすぐ

私たちに聞いてくれます。それはいいことで

すが、できればもう少し積極性や自主性を持

ってほしいですね。自動車整備の現場では、

手とり足とり教えてはくれませんから。学生た

ちには、本当の意味での自動車のプロになっ

てもらいたい。そのために、心構えからしっか

り教えていきたいですね。 勉強に疲れたときに読んでほしい。「国家の品格」
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阿部 強先生
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介紹習実
担当の先生から

ひとこと

この先生が知りたい

　最近の政治家や官僚に腹立たしさを感じませんか。また、いじめなど教育現場

の崩壊や学力低下も問題です。藤原正彦『国家の品格』では、今の日本に必要な

のは、論理よりも情緒、英語より国語、そして数学などの基礎学力を重視して国家

の底力を上げること、あわせて日本人に自信と誇りを与える武士道精神を取り戻

すことであると述べています。難しそうなタイトルですが、講演をもとにしていて

文章もわかりやすく、ユーモアもあります。ぜひ一読を。

12
ヶ
月
定
期
点
検
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ジタンの先生ってどんな人たちなんだろう？

という疑問に答える「この先生が知りたい」。

今回は技師の阿部先生を紹介します。

勉強、趣味、遊び…。

それぞれの夢に

向かってがんばる

自短生のコーナー! 

学 生

紹 介

ク ル マ 好 き の 女 子 が 集 ま っ て

キャン パ ス ラ イフ 満 喫し て ま す！

自動車工業科 第一部　教授：長谷部 敏樹 先生

今回の実習は

「自家用自動車12 ヵ月定期点検実技試験」

自動車整備を学ぶのに欠かせないのが実習。実際の車や部品を使って行

われる実習の内容とは？　ちょっと、一緒にのぞいてみませんか。今回は、

自動車工業科第一部2年前期 に行われる実技試験をレポートします。

！

北海道自動車短期大学　技師平成19年

P r o f i l e

昭和43年 北海道工業高校（現北海道尚志学園高校）卒

札幌トヨタ入社。メカニック、フロント、アド

バイザーを経てネッツトヨタ道都の中古車

商品化センターに勤務

阿
部
先
生
の
趣
味
は
ポ
ッ
ト
で
花
を
育
て
る
こ
と
。
朝
晩
水
を
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
な
ど
、
手
間
が
か
か
っ
て
大
変
な
の
が
楽
し
い
と
の
こ
と
。
休
み
の
日
に
は
奥
様

と
日
帰
り
の
ド
ラ
イ
ブ
に
出
か
け
る
そ
う
で
、
中
で
も
ニ
セ
コ
の
温
泉
が
お
気
に
入

り
。
写
真
は
富
良
野
に
ち
ょ
っ
と
早
め
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
を
見
に
行
っ
た
と
き
の
一
枚
。

▲

自動車工業科第一部2年  平泉 準さん（北海道尚志学園高校出身）

　これからの時代は手に職をつけなくちゃ、と思ってジタンに入りまし

た。入学前の不安はあまりなかったかな。クルマ好きには男も女もな

いですから。学校にも慣れてきたので、今は毎日が楽しいですね。4人とも同じクラスだし、クラスメートもみん

なすごく仲がいいし。授業を受けた先生たちとも、すぐに仲良くなれますね。大学って、もっとゆとりがあると思っ

ていたんですが、ジタンは意外と忙しいんですよ（笑）。自動車の授業はもちろんですが、英語の授業なんかも面

白いですね。学校に女子トイレがもっと多くなるとうれしいかな。4人ともそれぞれアルバイトをしているので、放

課後に遊んだりできなくて。この夏は、このメンバーで海へドライブに行こうと計画しています。

　最近がんばったことといえば、就職活動ですね。おかげさまで第

一志望のコベルコクレーン株式会社から内定をいただきました。卒

業後はサービスエンジニアとして勤務することになっています。勤

務地は神戸です。生まれも育ちもずっと札幌だったので、道外に出

てみたかったんですよ。半年間は必ず社員寮に入らなければならないんですけど、共同生活も初めてなので

楽しみですね。就職活動で大事なのは、自分が何をやりたいかを見つけることだと思います。先生たちのフォ

ローにも助けられましたね。学校で行われた企業説明会では、こちらからも積極的にアピールしました。その

熱意が認められたのかもしれません。海外にも拠点がある会社なので、将来は海外で働いてみたいですね。

自動車工業科第一部1年

石塚 結衣さん　小山 舞子さん　中嶋 千秋さん　木村 夕子さん
（札幌琴似工業高校出身）（とわの森三愛高校出身） （札幌啓成高校出身） （岩内高校出身）
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学校法人 北海道尚志学園

〒062-0922  札幌市豊平区中の島2条6丁目2番1号
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●地下鉄南北線「中の島」駅より徒歩13分

●じょうてつバス・南65の中の島線  環56平岸線「中の島1条6丁目」停より徒歩1分

白石・藻岩通

JR「札幌」駅

「さっぽろ」駅

「西11丁目」駅 「バスセンター前」駅

地下鉄東西線

地下鉄東豊線

豊平川

「中島公園」駅

地
下
鉄
南
北
線

市　

電

「幌平橋」駅

電停
「幌南小前」停

「中の島」駅

「平岸」駅

「南平岸」駅

環状通

中の島通

「中の島1条6丁 目」バス停

経
営
者
と
学
生
を
両
立
さ
せ
た
二
年
間
。

ジ
タ
ン
で
出
会
え
た
人
々
と
の
つ
な
が
り
が
財
産
。

さまざまなフィールドで活躍する自短のOB ・OG たち。

そんな卒業生たちのイキイキとした姿を　

現在の職場を通じて紹介するのが「職場探訪」。

今回は（株）帝国車輌社長の梅村智秀さんです。

学校法人北海道尚志学園
●北海道工業大学　●北海道薬科大学　●北海道総合電子専門学校

●北海道尚志学園高等学校　●北海道自動車学校

本学では、平成19年 に同窓会（丁酉会）が設立五十周年を迎えるのを機に、「同窓生子女入試」

を実施することになりました。これは、地域および産業界の発展に貢献できる人物を求めるため、

本学の卒業生（在学生含む）の子女を対象とした特別入試の枠です。この制度では、入学金免除

の制度を導入します。
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四
年
制
大
学
に
通
っ
て
い
た
頃
に
中
古
車
関
係
の
会
社
を
立
ち

上
げ
た
の
で
す
が
、
自
動
車
に
つ
い
て
き
ち
ん
と
学
ぶ
必
要
が
あ
る

と
感
じ
て
、ジ
タ
ン
の
自
動
車
工
業
科
第
二
部
に
通
い
ま
し
た
。
会

社
経
営
と
勉
強
と
の
両
立
は
、と
に
か
く
忙
し
か
っ
た
の
一
言
。
が
ん

ば
れ
た
の
は
、
20
代
で
自
社
工
場
を
持
つ
と
い
う
目
標
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
ね
。
幸
い
、そ
の
目
標
は
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
業
務
の
7
～
8
割
は
修
理
で
、

残
り
が
中
古
車
販
売
な
ど
で
す
。
営
業

活
動
も
ほ
と
ん
ど
せ
ず
、お
客
様
の
口
コ

ミ
だ
け
で
や
っ
て
い
ま
す
が
、お
か
げ
さ
ま

で
経
営
は
順
調
で
す
。
あ
ま
り
手
広
く

や
ろ
う
と
い
う
気
は
あ
り
ま
せ
ん
ね
。
自

分
の
目
の
届
く
範
囲
で
、お
客
様
に
喜
ば

れ
る
て
い
ね
い
な
仕
事
を
す
る
と
い
う
の

が
性
に
合
っ
て
い
る
ん
で
す
。
自
分
の
才

覚
で
自
由
に
や
れ
る
と
い
う
の
が
、
会
社

経
営
の
面
白
さ
。
や
れ
ば
や
っ
た
だ
け
成

果
が
上
が
り
ま
す
か
ら
ね
、こ
れ
は
魅
力

的
で
す
。一
方
で
、責
任
も
非
常
に
大
き
い
。
社
員
の
生
活
も

か
か
っ
て
い
ま
す
か
ら
、常
に
緊
張
感
を
持
つ
よ
う
に
し
て
い

ま
す
。
人
を
使
う
と
い
う
こ
と
は
、難
し
さ
も
あ
る
ぶ
ん
、や

り
が
い
の
あ
る
仕
事
だ
と
思
い
ま
す
よ
。

　

第
二
部
の
学
生
に
ア
ル
バ
イ
ト
で
働
い
て
も
ら
っ
た
り
、

い
ろ
い
ろ
な
相
談
を
し
た
り
、ジ
タ
ン
に
は
卒
業
後
に
も

お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。
先
生
た
ち
の
レ
ベ
ル
の
高
さ
は
、

卒
業
し
て
か
ら
ま
す
ま
す
実
感
し
て
い
ま
す
ね
。
当
時
の

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
と
も
つ
き
あ
い
が
あ
り
ま
す
よ
。
眠
い
目
を

こ
す
り
な
が
ら
、一
緒
に
が
ん
ば
っ
た
仲
間
で
す
か
ら
。
こ
の

仕
事
を
す
る
上
で
、ジ
タ
ン
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
や
は
り
心

強
い
で
す
よ
。
北
海
道
の
自
動
車
業
界
で
は
、石
を
投
げ

れ
ば
ジ
タ
ン
O
B
に
当
た
る
と
い
う
く
ら
い
で
す
か
ら
。

ほ
と
ん
ど
営
業
活
動
を
し
な
く
て
も
い
い
の
は
、こ
の
人

脈
が
あ
れ
ば
こ
そ
。
人
と
い
う
財
産
を
得
ら
れ
た
こ
と
、

こ
れ
も
ジ
タ
ン
で
よ
か

っ
た
と
思
う
こ
と
の
ひ

と
つ
で
す
ね
。

梅
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0

0

4

年

3
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卒

近
藤
幹
郎
先
生
、

自
動
車
技
術
会

フ
ェ
ロ
ー
に
認
定
！

　

本
学
の
近
藤
幹
郎
先
生
が
こ
の
度
、
自
動
車
技
術
会
フ
ェ

ロ
ー
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
フ
ェ
ロ
ー
制
度
は
、
自
動

車
技
術
会
の
目
的
達
成
お
よ
び
自
動
車
に
係
る
科
学
技
術

の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
し
て
い
る
正
会
員
に
称
号
を
授

与
す
る
も
の
で
す
。
本
年
は
北
海
道
支
部
の
3
名
を
含
む

６２
名
が
フ
ェ
ロ
ー
に
認
定
さ
れ
、
6
月
8
日
に
開
催
さ
れ
た

2
0
0
7
年
度
自
動
車
技
術
会
北
海
道
支
部
総
会
で
認
定

証
を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

先
生
は
2
0
0
5
・
2
0
0
6
年
度
の
北
海
道
支
部
長
と

し
て
、総
会
・
見
学
会
・
札
幌
な
ら
び
に
地
方
（
帯
広
、函
館
）で

講
演
会
を
開
催
し
た
ほ
か
、自
動
車
技
術
会
が
広
報
活
動
の
一

環
と
し
て
行
っ
て
い
る
市
民
講
座
で
は
、高
校
生
が
「
も
の
づ

く
り
」
や
「
機
械
い
じ
り
」
の
楽
し
さ
を
体
験
で
き
る
「
エ
ン
ジ

ン
の
分
解
・
組
立
・
始
動
」
の
体

験
実
習
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、支
部
の
学
生
自
動
車
研

究
会
の
学
生
を
対
象
に
し
た

レ
ー
シ
ン
グ
カ
ー
ト
競
技
会
開

催
な
ど
の
活
動
を
積
極
的
に

行
い
、支
部
の
発
展
に
寄
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

近
藤
先
生
の
こ
れ
ま
で
の
ご

努
力
に
敬
意
を
表
す
と
共
に
、

今
後
ま
す
ま
す
の
ご
健
勝
と
ご

活
躍
を
祈
念
し
ま
す
。
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クラブモ

ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
研
究
部
2
年 

 

高
田 

遼

ラ
リ
ー
北
海
道
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
記

「大通」駅

「すすきの」駅

club
クラブ

モ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
研
究
部
１
年 

 

大
沼　

仁

十
勝
２４
時
間

レ
ー
ス
を
終
え
て

十
勝
２４
時
間

レ
ー
ス
を
終
え
て
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6
月
２４
日
（
日
）
に
モ
エ

レ
沼
公
園
で
行
わ
れ
た
「
マ

マ
チ
ャ
リ
耐
久
リ
レ
ー
大
会

2
0
0
7
」
に
、
先
生
と
学

生
で
結
成
さ
れ
た
「
北
海
道

自
転
車
短
期
大
学
チ
ー
ム
」

と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
１

周
約
3
k
m
の
コ
ー
ス
を

１０
人
で
交
代
し
な
が
ら
4

時
間
走
り
続
け
、周
回
数
を

競
う
レ
ー
ス
で
す
。
当
日
は
ま
ず
ピ
ッ
ト
の
場
所
取
り
か
ら
始

ま
り
、開
会
式
、ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ
の
体
操
と
続
き
、い
よ

い
よ
レ
ー
ス
ス
タ
ー
ト
。
3
0
0
台
以
上
の
自
転
車
が
一
斉
に

走
り
出
し
ま
す
。
3
k
m
を
全
速
力
で
走
り
続
け
る
の
は
正

直
言
っ
て
キ
ツ
イ
。
で
も
、走
り
き
っ
た
時
の
達
成
感
は
他
で
は

な
か
な
か
味
わ
え
な
い
も
の
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

マ
シ
ン
ト
ラ
ブ
ル
も
あ
っ
て
、残
念
な
が
ら
今
年
は
満
足
の

い
く
結
果
は
出
ま
せ
ん
で
し
た
が
、来
年
こ
そ
は
1
0
0
位
以

内
を
目
指
し
て
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
来
年
に
む
け
て
メ

ン
バ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す

の
で
、
参
加
し
て
み
た
い
と

い
う
人
は
加
賀
田
先
生
に

声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。
負

け
ず
嫌
い
な
人
の
参
加
を

待
っ
て
い
ま
す
！

同窓生子女入試の新設

　高校生はもちろん、父母や先生、社会人の方も大歓迎です。

事前予約は不要ですので、ぜひお気軽にご参加ください！

ジタンのオープンキャンパスへ行こう！ 第4回  9月22 日（土）  

第5回 10 月13 日（土）

オープンキャンパスレポート
2007年6 月30 日（土）

　この日、今年度最初のオープンキャンパスが開催され、たく

さんの高校生・ご父母の方にご参加いただきました。ガイダン

スや施設見学のほか、模擬講義では人気の「クリーンビーク

ル」をわかりやすく披露。参加者の興味のある実習を体験で

きるコーナーも好評でした。昼食は学生喫茶室で特別メニュ

ーを試食。また、入試相談コーナーも盛況でした。

　

7
月

１５
日
～

１６

日
に
開
催
さ
れ
た
２４

時
間
耐
久
レ
ー
ス
の

オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
で
、
十
勝
ス

ピ
ー
ド
ウ
ェ
イ
に
行

っ
て
き
ま
し
た
。
仕

事
の
内
容
は
、
ピ
ッ

ト
イ
ン
し
た
車
の
ピ

ッ
ト
作
業
内
容
と
ド
ラ
イ
バ
ー
交
代
の
記
録

を
と
っ
て
大
会
本
部
に
無
線
連
絡
す
る
こ
と
で
、

1
人
で
３
つ
の
ピ
ッ
ト
を
担
当
し
ま
し
た
。

　

１５
時
ス
タ
ー
ト
の
本
番
の
前
に
行
わ
れ
た
、

ト
ヨ
タ
V
i
t
z
に
よ
る
8
周
の
レ
ー
ス
で

ジ
タ
ン
O
B
の
安
宅
さ
ん
が
準
優
勝
し
た
の

は
ビ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
で
し
た
。
本
戦
は
雨
交
じ

り
の
中
、デ
ン
ソ
ー
・
サ
ー
ド
・
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ス

ー
プ
ラ
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

大
会
は
多
く
の
人
の
手
に

よ
っ
て
開
催
で
き
て
い
る
こ
と

を
実
感
す
る
と
と
も
に
、
車
を

間
近
で
見
て
触
れ
る
こ
と
が
で

き
、
大
変
有
意
義
で
し
た
。
ピ
ッ
ト
の
メ
カ
ニ
ッ

ク
は
気
さ
く
な
人
た
ち
ば
か
り
で
、
気
軽
に
声

を
か
け
て
く
れ
た
の
も
う
れ
し
い
思
い
出
で
す
。

　

7
月
7
日
～
8
日
の
日
程
で
開
催
さ
れ
た

ラ
リ
ー
北
海
道
の
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
、
6
月
末
か
ら
9
日
間
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
で
参
加
し
て
き
ま
し
た
。
主
な
作
業
内
容

は
大
会
開
催
前
の
準
備
で
す
。
サ
ポ
ー
ト
カ
ー

に
消
火
器
な
ど
の
安
全
設
備
を
設
置
し
た
り
、

あ
ち
こ
ち
の
ラ
リ
ー
会
場
に
運
ぶ
備
品
の
仕

分
け
と
い
っ
た
作
業
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

前
日
に
は
ど
の
ド
ラ
イ
バ
ー
が
何
時
に
レ
ッ
キ

（
事
前
試
走
）
を
行
っ
た
か
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と

い
う
役
目
も
果
た
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
ラ
リ
ー
カ
ー
の
ス
タ
ー
ト
と
ゴ

ー
ル
の
記
録
を
す
る
仕
事
を
任
さ
れ
、
爆

走
す
る
ラ
リ
ー
カ
ー
と
ト
ッ
プ
ド
ラ
イ
バ
ー
た

ち
を
目
の
前
で
見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
普

段
経
験
で
き
な

い
こ
と
が
体
験

で
き
、ま
た
自
分

た
ち
が
ラ
リ
ー

北
海
道
を
作
り

上
げ
た
と
い
う

実
感
も
あ
り
、

本
当
に
貴
重
な

9
日
間
に
な
り

ま
し
た
。

EVENT

J
I
S
F
C
2
0
0
7
で

連
覇
達
成
！ 

ソ
ー
ラ
ー
カ
ー
研
究
会

　

7
月
２７
日
～
２９
日
の
3
日
間

「
全
日
本
学
生
ソ
ー
ラ
ー
カ
ー

チ
ャ
ン

ピ

オ

ン

シ
ッ
プ

」

（
J
I
S
F
C
）
に
参
加
し
ま

し
た
。
わ
れ
ら
が
「
ス
リ
ス　

」

は
フ
ル
サ
イ
ズ
カ
テ
ゴ
リ
ー
の

ス
ト
ッ
ク
ク
ラ
ス
に
毎
年
参
加

し
て
い
ま
す
。
2
0
0
5
年
は

準
優
勝
、
2
0
0
6
年
は
優
勝
、

そ
し
て
今
年
は
連
覇
を
か
け
て
の
挑
戦
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
タ
イ
ム
ト
ラ
イ
ア
ル
中
に
モ
ー
タ

が
動
か
な
く
な
り
、
最
後
尾
ス
タ
ー
ト
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
し
た
。
レ
ー
ス
中
に
も
コ
ー
ス
上

で
停
止
し
、レ
ッ
カ
ー
車
を
要
請
す
る
ハ
メ
に
。

そ
の
後
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
が
届
い
て
マ
シ
ー
ン
は

復
活
し
た
も
の
の
、
記
録
は
5
周
で
ク
ラ
ス
最

下
位
と
苦
し
い
初
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

翌
日
は
天
候
が
悪
化
し
た
中
で
9
周
を
走

行
し
、
2
位
へ
浮
上
し
ま
し
た
。
最
終
日
は
晴

天
に
恵
ま
れ
、
十
分
な
ソ

ー
ラ
ー
発
電
量
を
得
て
１３

周
を
走
行
し
、
逆
転
で
見

事
ク
ラ
ス
優
勝
！
事
前
準

備
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
が
大

事
だ
と
実
感
し
た
今
回
の

遠
征
で
し
た
。

NEWS

去
る
8
月
１９
日
（
日
）
、
小
樽
市
総
合
博
物
館

（
旧
小
樽
交
通
博
物
館
）
を
会
場
に
「
小
樽

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
博
覧
会
」
が
開
催
さ
れ
、
本
学
か

ら
は
有
志
6
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
本
学
で
は
昨

年
ま
で
赤
平
市
で
開
催
さ
れ
て
い
た
「
北
海
道
ク

ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
数
年
前
か
ら

参
加
し
て
お
り
、
そ
れ
に
続
い
て
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ

ー
イ
ベ
ン
ト
参
加
と
な
り
ま
す
。

　

今
年
か
ら
開
催
さ
れ
た
「
小
樽
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー

博
覧
会
」
に
は
、
本
学
の
誇
る
豊
富
な
教
材
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
中
か
ら
、
"D
A
T
S
U
N
"
1
9
3
3-

V
i
n
t
a
g
e
 

（
ダ
ッ
ト
サ
ン
・
1
9
3
3
年
式
ヴ
ィ

ン
テ
ー
ジ
）と
F
O
R
D
"M
o
d
e
l
 

T
"
1
9
2
6-

V
i
n
t
a
g
e（
Ｔ
型
フ
ォ
ー
ド
・
1
9
2
6
年
式
ヴ

ィ
ン
テ
ー
ジ
）の
名
車
2
台
が
参
加
。
本
学
O
B
で
レ

ー
サ
ー
の
安
宅
氏
の
協
力
の
も
と
、
大
学
か
ら
小
樽

の
会
場
ま
で
慎
重
に
搬
送
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
当
日
は
天
候
に
も
恵
ま
れ
、
９５
台
も
の

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
が
勢
揃
い
し
た
会
場
に
は
、
愛
好

家
を
は
じ
め
と
し
た
多
数
の
来
場
客
が
訪
れ
ま
し

た
。
メ
イ
ン
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
展
示
の
ほ
か
、オ
ー

ナ
ー
に
よ
る
解
説
や
部
品
交
換
会
な
ど
も
行
わ
れ
、

会
場
は
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。
展
示
さ
れ
た
多
く

の
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
の
中
で
も
、
本
学
の
展
示
車
両

は
い
つ
も
た
く
さ
ん
の
お
客
さ
ん
を
集
め
て
い
ま
し

た
。
出
展
さ
れ
た
中
で
も
群
を
抜
い
て
古
い
車
両
だ

っ
た
せ
い
か
、
中
で
も
特
に
Ｔ
型
フ
ォ
ー
ド
は
大
人

に
も
子
ど
も
に
も
大
人
気
で
し
た
。

トヨタカローラＴＥ27 レビン達

ランボルギーニカウンタックＬＰ5000

マツダＲ360 クーペ、隣はマツダキャロル
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マツダ787 Ｂ（ルマン24時間 レース優勝車両と同型車）
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本学のＴ型フォードとダットサン

小樽市交通博物館の常設展示車
本学寄贈のソーラーカー

Ｔ型フォードエンジン始動の様子

小
樽
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
博
覧
会


